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ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾑ ｺ ｰ ﾄ

1
5
0

5
0

路盤:M - 4 0またはRM- 4 0

表層：再生又は密粒度ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ
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5
0

1
5
0

ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾑ ｺ ｰ ﾄ 溶接金網（φ6.0㎜×150㎜×150㎜）を

上面から三分の一の深さに設置する。

表層：ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版[曲げ4.5－2.0－20 高炉]

路盤:M - 4 0またはRM- 4 0　
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表層：開粒度ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ

路盤:C - 4 0又はRC - 4 0

4
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1
0
0

ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｰ層: R C - 1 01
0
0

路盤: C - 4 0又はRC -4 0

5
0

2
0
0

表層：開粒度ｱｽﾌ ｧ ﾙ ﾄ

ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｰ層:R C - 10

1
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0
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0

3
0
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基層:再生又は粗粒度ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ

表層:再生又は密粒度ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ

路盤:C- 4 0又はRC - 4 0

(二層仕上げ)

ﾀｯ ｸ ｺ ｰ ﾄ

ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾑ ｺ ｰ ﾄ
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拡幅道路

既存道路

開発区域
官民境界

官民境界

官民境界

官民境界視線誘導標

開発区域

45度以下

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ

間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ(t=150㎜)

5m以上

90度≦θ

1
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10
0
10

0 1
0

220

17050

50 120

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8（または18-12）

基礎砕石(RC-40)

120×120×600
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ

敷ﾓﾙﾀﾙ(1：3)
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隅切り部を除く
5m以上

直交または、
それに近い角度（75度以上）
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h

b

i

c 1
0

a

鉄筋ｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ U型

補強ｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ  1 8 - 8（または18 - 1 2）

基礎ｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ  1 8 - 8（または18 - 1 2）

再生砕石基礎(R C - 4 0 )

f

g

e

d

間詰ｺﾝｸ ﾘ ｰ ﾄ  1 8 - 8 (または18 - 1 2）

敷ﾓﾙﾀ ﾙ 1 : 3

側溝蓋(現場打甲蓋・ｸﾞﾚ ｰ ﾁ ﾝ ｸ ﾞ蓋)

呼び名

U240

U300

a b c d e f g h i

100 375 50 100 330 480 530 60 150

150 445 50 100 400 600 650 60 150

側溝蓋については、現場打甲蓋、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ甲蓋（二種）、かさ上げｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞの組合せとする。

600

b

t1 t2

t

a

t
2
t
1

t

呼び名

U240

U300

a b t t1 t2

240 330 85 44

300 400 85 38

41

47

角パイプ

41×41

47×47

角ﾊﾟｲﾌﾟ

※ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞは細目ﾀｲﾌﾟを標準とする。

a

t
1

t
2

k1 k1

t

600

t
1

t
2

呼び名

U240

U300

a t t1 t2 k1

330 100 85 15

400 100 85 15

50

55

製品は切断して設置しないこと
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30
30

30
0
0

4
9@
60
=
29
40

SD295　D13

SD295　D10

3
0

3
0

3
00

0

4
9@
60
=
29
40

SD295　D13

SD295　D10

330
3030 3@90=270

8
5

30
ｶﾞﾗｽ繊維補強　ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠

ｺﾝｸﾘｰﾄ 24-8(または24-18)

400

30 4@85=340 30

85

3
0

ｶﾞﾗｽ繊維補強　ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠

ｺﾝｸﾘｰﾄ 24-8(または24-18)

SD295 D10

SD295 D13

SD295 D10

SD295 D13
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3000 600 600

現場打甲蓋 かさ上げｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ甲蓋（二種）

＊原則として、グレーチング等二次製品の設計荷重については、道路幅員4.5メートルまではT=14を使用し、それ以上の道路幅員の場合はT=25を使用すること。
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8510
5

250E

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8(または18-12)

敷ﾓﾙﾀﾙ1:3
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50

10％ 5％

再生砕石基礎(RC-40)

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄL型ﾌﾞﾛｯｸ
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250B

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8(または18-12)

敷ﾓﾙﾀﾙ1:3
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再生砕石基礎(RC-40)

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄL型ﾌﾞﾛｯｸ

1
00
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c b c

5 0 5 0

d
1
5
0

f
e

再生砕石基礎(RC - 4 0 )

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ  1 8 - 8（または18- 1 2）

g

1 5 0 a 1 5 0

側溝蓋

150400150

90 520 90

5050 700

800

再生砕石基礎（RC-40）

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8(または18-12)

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
T-25
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95～105

間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8(18-12)

6
0

現場打甲蓋

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(306×460×32)

縁塊

異形甲

側塊(h=490)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8(または18-12)

再生砕石基礎(RC-40)
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6％
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敷ﾓﾙﾀﾙ1:3

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ（標準部）
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ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8(または18-12)

再生砕石基礎(RC-40)
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敷ﾓﾙﾀﾙ1:3

両面歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ（標準部）
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ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8(または18-12)

再生砕石基礎(RC-40)

50

20 20
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2％
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敷ﾓﾙﾀﾙ1:3

ｾｲﾌﾃｨﾌﾞﾛｯｸ
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7080
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ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8(または18-12)

再生砕石基礎(RC-40)
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0

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8(または18-12)

塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管(VPφ300）

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ(標準部)

敷ﾓﾙﾀﾙ1:3

再生砕石基礎(RC-40)

750

50018050 20

750 5050

850

1
0

11
0

3
1
8

1
0
0

241 191

9

9

30
0

2
0
0

(
50
)

6％

1
5
0

4
1
8

2
0
0

7
6
8



11 

200

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
bb

a

T-25

d200

50

f

50 a

c
d

1
50

1
50

e

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8(または18-12)

再生砕石基礎（RC-40）

溝幅

240

300

a b c d e f

640 139 56 240 596 740

700 144 56 300 656 800

実量

49.0kg/m

56.0kg/m

呼び名

240用

300用

a b c 参考重量

350 450 550 155kg/本

420 500 600 220kg/本

再生砕石基礎（RC-40）

敷ﾓﾙﾀﾙ1：3

横断暗渠ﾌﾞﾛｯｸ

1
50

1
0
0

a

1
0

舗装面

c

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8(または18-12)

50 50b
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再生砕石基礎
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塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8(または18-12)

50
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CL

6ｍ以上の縦勾配区間
（2.5%以下）

中間値M

縦断曲線長L:1.1 m以上のV.C.L

Ex）：10％-0.7％＝9.3%　1.1×9.3＝10.23ｍ
：縦断勾配の代数差の絶対値※

M：縦断曲線の中間値[B-A]×L/800

A% B%

部分：緩勾配（0.5％以上2.5%以下)

部分：すみ切り部の内勾配（12%以下)
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乗入れ部 乗入れ部

乗入れ間隔

ｾﾐﾌﾗｯﾄ

3000mm以下
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保護路肩

道路保護用地

転落防止柵

車両用防護柵（ガードレール）
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1.5m以上

切り下げ部 切り下げ部

斜ﾌﾞﾛｯｸ
斜ﾌﾞﾛｯｸ

歩道部 歩道部

1m以上確保して設置

（平坦部とすり付け部の境界線より車道側）

1m以上確保して設置

車道部 車道部
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